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(1) 保護者によるアンケートはＡ～Ｄの４段階評価をしていただきました。（下表参照）

Ａ＝そう思う Ｂ＝どちらかといえばそう思う

Ｃ＝あまりそう思わない Ｄ＝全くそう思わない

？＝よくわからない・判断できない

β ⅜№╢√╘⁸ ⅜ ℮≤↓╤⅜№╡╕∆⁹

β ⅜№╢√╘⁸ ⅜ ℮≤↓╤⅜№╡╕∆⁹

β ⅜№╢√╘⁸ ⅜ ℮≤↓╤⅜№╡╕∆⁹
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0% 50% 100%

1 学校に行くのが楽しい。

2 勉強がわかる。

3 友だちとあそぶのが楽しい。

4 学校のきまりや約束事をよく守っている。

5 天気のいい日の昼休みや休み時間は、外でよく…

6 お弁当は好き嫌いなく食べている。

7 行事（遠足、運動会、学習発表会など)は楽しい。

8 人の前で自分の考えをよく発表している。

9 授業中、先生や友達の話をしっかり聞いている。

10 掃除を一生懸命するなど、学校や教室をきれい…

11 カルパチアタイムではいろいろなことを学ぶこと…

12 困ったときは、先生に相談している。

13 人への思いやりやいのちの大切さについて学…

14 学校で火事や地震が起きたとき、どうすればよ…

15 図書室や教室にある本を読んだり、何かを調べ…

16 学校には読みたい本がある。

17 学級の問題をみんなで話し合っったり、よりよい…

18 ブカレスト日本人学校のみんなは、よくあいさつ…

19 先生はわかりやすく教えてくれる。

20 先生は私たちの話を聞いてくれる。

21 先生は自分たちのがんばったことをほめてくれる。

22 先生は、悩んでいることやこまった問題に真剣…

23 担任の先生以外にも相談できる先生がいる。

24 通知票に書かれてあることは、だいたいそうだと…

25 週休日（土・日）や長期休業中を含めて、家庭学…

A そう思う B まあまあ思う Cあまり思わない D思わない
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教職員による「第１回自己評価」のまとめ

昨年度に引き続き、後期に向けて取り組めるものはすぐにという姿勢で評価を次に生かしてまいります。今

回も、教職員で話し合い、すぐに取りかかれるものは対策を講じ、後期への計画に織り込んでいます。

特に、「あいさつの指導」に関しては、教職員の自己評価でも出ましたが、保護者の皆様へのアンケートに

おいても、ご指摘をいただき、改善策を述べさせていただきました。さっそく取り組んでおります。

教職員による自己評価で指摘され、話し合った内容について、以下に掲載させていただきます。

No Ợ ה Ừ ⅛∫√

1 ⁸ ⁸ ◆年度途中に急に入る行事も多い。しかしながら、保護者の願い、在外であ

⌂≥─ ─ るという特色を生かした行事であるかという点、そして児童の実態に合って

ה ─ いるか等よく検討して行事の取捨選択・精選をしていく必要がある。

◎学校行事や特別活動が充実しているため、全ての特別時間割を抽出し、

ה 計画に生かせるようにした。

◎教育活動全般において、指導目標を明確にした計画・実施・振り返りを行う

ことができ、次の活動への指針とすることができた。

◎毎年のことだが、多い行事をよくこなしていると思う。

2 ─ ◎学習暦と評価計画について研修を行うとともに、「年間評価スケジュール」

─ ┘ ─ を作成してスムーズに評価が実施できるようにしている。

3 ─ ─ ◆内容や価格の点で学力テストを変更したが、直前の確認が不十分だった。

⁸ 実施に当たっては、確認等を慎重に行いたい。

4 ╛ ⌐ ∆╢ ◆体力テストの結果について、学校全体の把握だけではなく、日本の平均値

─ ─ ⁸ との比較をして児童生徒に知らせるなどの対応をしたい。

5 ⁸ ⁸ ⌂≥⁸ ◎授業の「めあて」を明確にして、最後に「振り返り」を行うことで、子どもたち

─ ─ の学びを確認できるようになった。

◎昨年度の研究を受けて、共通理解のもと、どの授業でもねらいをはっきりさ

せた授業展開を心掛けるようになったと思う。

◎子どもの思考の流れを明確にした板書を心がけ、ノート指導に生かすこと

ができた。今後も発問を精選することで、子どもたちの活発な思考活動を

促していきたい。

◎年度当初に全教員で「学習規律」「単位時間ごとのめあてをもたせる」「指

導計画」等の研修をし、学習指導の充実を図ることができた。

6 ╛ ⌂ ◎ＰＣにおけるプレゼンテーションソフトを活用することで、子どもたちの学習

≥─ ה ─ ≤ への興味・関心を高めることができた。

◎図書室のＰＣは、コンピュータ・リテラシーのみならず、インターネットを利

用した「調べる学習」にも活用されている。

7 ⌂ ╛ ◎国語科の学習においては、相互の考えを述べ合う交流活動を重視するとと

⌂ ⁸ ─ もに、一単位時間の終わりに学んだことや自分の考えを書く活動を取り入

ה ╩ ⅛⇔√ れることによって、自分の学びを深めさせ、幅広い読解力をつけることがで

⁸ ⌂ ─ きた。今後も交流の方法を工夫していきたい。

◎算数科の学習においては、既習の学習内容との違いに気づかせることから

本時のめあてを創り出し、問題解決の過程を経て、言語でのまとめに至る

学習を行うことができた。今後は、児童相互による交流を行うことができるよ

うに、交流方法の工夫を進めたい。

◎行事、委員会は子どもたちが意欲的に取り組み、めあて、振り返りがきちん

とできてよかった。

8 ⌐ ∂√ ─ ◆一人ひとりを生かす、伸ばす指導を行うためには、複式・単式の授業をどう

実施するかさらに工夫する必要があるし、休み時間の個別指導や児童生

ⱪכꜟ◓╛ 徒の実態に応じた学習材の準備などさらなる授業の工夫が必要である。

⁸ ─ ─ ◎英会話のクラス分けは、児童生徒の状況に合わせて、柔軟に行うことがで

きている。

◎少人数の学級編成を生かし、一人ひとりの学習能力や興味・関心をとらえ

て授業を組み立て、つまずきに素早く対応したり、発展的な学習を取り入

れたりすることができた。
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No Ợ ה Ừ ⅛∫√

9 ─ ╛ ⁸ ◎昨年に引き続き地域の学習材を積極的に取り入れた学習指導を推進して

⌂≥─ ─ いる。(農業大学・ヘラウトラウ公園・農村博物館・ピアッツァ・各博物館等)

◎社会科の学習においては、ゲストティーチャーをお招きしてルーマニアの

農業についてのお話を伺い、日本の農業と比較することによってその特徴

・ について理解を深め、よりよい農業の在り方について考えることができた。

10 ─ ◆◎図書館教育は、通常貸し出し、休み前図書の貸し出し、学級文庫の交

┘ ─ 換などがスムーズに行えるよう委員会活動とも連携を取り、さらなる充実を

図っていきたい。また、新刊図書の紹介を積極的に実施し、図書の利用を

さらに活性化させたい。

◎保護者のご厚意による読み聞かせや、委員会主催の読み聞かせによって、

子どもたちは読書への興味を高めることができた。

11 ─ ◎職員研修の機会を通して、評価に関する客観性・信頼性を確保している。

┘ ─ ⁸

─

12 ─ ◎子どもたちに望ましい食習慣を身につけさせるために、食育の指導がきち

んとなされている。

◎本格的に実施して４年目となり、児童生徒には定着してきているが、さらに

新しい話題や発達段階、児童生徒の状況に合わせた弾力的な推進を行お

うとしている。

13 ─ ◎月１回の児童生徒指導会議において、子どもたちの様子についての報告・

協議を行うことによって、職員間の児童生徒理解を深め、一人ひとりの課

題に応じた児童生徒指導体制を維持できている。

◎◆年度当初に学習規律等の共通確認を行い、職員相互の気づきを出し合

いながら指導を行った。今後も継続したい。

14 ⅛⌂ ≠ↄ╡╛ ◎◆上学年の児童生徒が低学年の子どもたちの面倒を見、さまざまな気配り

─ ⌐ ↑ ができているが、一部遊びに危険を伴う場面も見られたので、即時指導し、

√ ─ 小さい子との遊び方を、低学年には遊び方ののルールを確認することがで

きた。更にあらゆる場面できちんと指導していきたい。

◎暴言の実態などをとらえ、指導することができた。

15 ─ ◎児童生徒と担任教師が話をする機会を定期的に設定し、教育相談体制を

整えている。

◎全学年で取り組んでいる日記を通して、児童生徒の状況を把握し、日常の

相談体制の充実に生かしている。

16 ╩ ≤⇔√ ◆保護者からも指摘されているが、児童生徒のあいさつがきちんとできてい

⌐ ∆╢ ─ ない。教師からのあいさつの取り組み、あるいは、生徒主体の活動で意識

化を図りたい。現在、子どもたちの登校を全員で迎える取り組みをさっそく

始めているが、来客に対しての挨拶も徹底して指導していきたい。

◐ 17 ◐ꜗꜞ▪ ─ ◎◆年度当初に作成した年間計画をもとに、実践を通じて修正したり工夫し

ꜗ たりしていきたい。

ꜞ 18 ה ╩ ⌐≈ ◎自衛艦見学、外部講師の招聘などを行い、職業や人の生き方に触れる機

▪ ↑↕∑╢⌂≥⁸ ⌐ 会を作ることができた。

∆╢ ה ◎自衛艦見学では、自衛官の皆様の思いや願いに触れる活動を設定するこ

╩ ∆╢√╘─ とで、子どもたちは働くことの意義について考えることができた。

─

19 ─◐ꜗꜞ▪ ה ◎保護者会で進学情報を伝えるとともに、受験を控えている児童生徒に対し

─ ては個別に連絡を取り、調整を図っている。

20 ה ה ◎校長先生の父母会への参加は、連携を図っていく上で意義深いと考える。

≤─

21 ─ ה ◎避難訓練の計画的な実施、緊急時対策マニュアルの整備と運用、毎月の

安全点検と点検内容への対応をさらに継続し、安全管理体制を維持して

─ ╩ ╗ いきたい。

22 ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─ ◎年度当初に危機管理マニュアルをもとにした研修を行い、職員間での共通

ה 理解を深めることができた。

23 ┘ ≥╙─ ◎夏季休業前に防犯講話を実施し、児童生徒の危機管理に対する意識を高

─ ╩ ╢√ めることができた。

╘─
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No Ợ ה Ừ ⅛∫√

24 ─ Ᵽ ◎安全点検で発見された問題に対し的確に対応している。バス乗車中の安

☻ ─ ╩ 全確保についても、児童生徒の委員会組織、保護者のバス委員さんとの

╗ 連携をし、継続していきたい。

25 ╛ ─ ה ◎連絡帳の活用、電話連絡網の整備継続、学校行事等における連絡を密に

≤─ し、連携を続けたい。

26 ─ ה ◎年４回の避難訓練を計画し、第１回目を実施。実施状況を振り返ることで第

２回に生かしていこうとしている。

─

─

─

27 ─ ה ◎◆年度当初に作成した年間計画をもとに、実践を通じて修正したり工夫し

たりしていきたい。

─ ╩ ╗

28 ה Ừ ╛ ⌐ ╩ ⇔⁸ ⁸₈ ─ ₉

╩ ╗ ─ ⌐≈™≡ ⇔ ╦∑≡™╢↓≤│⁸ ≥╙─ ╩ ╘╢

≢ ™≤ ⅎ╢⁹

29 ─ ╛ ỪỢ ⅝─ ╛ⱴ☻◒ ⌂≥ ≥╙√∟─ ⌐ ∆╢ ⅜

⁸ ≥╙─ ╕∫≡⅝≡™╢⁹ ▬fiⱨꜟ◄fi◙─ ╛ ⌐ ∆╢

─√╘─ ╩↕╠⌐ ╘╢√╘⁸ ה™⅜℮╙ ™╩ ⇔√™⁹

─

30 ─ ⌂ ה Ừ ╙ ─ ™ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⅛╠ ⌂

─ ╡ ╖╩ ↕∑≡™⅝√™⁹

─ ỢỪ ╠╣√ ─ ≢ ↄ─ ╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ⇔≡™╢⁹

─ ⌐⁸ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│ ╩ ↕⌂™╟℮⌐⇔≡™⅝

√™⁹

Ợ必要があれば年度途中の変更も視野に入れ、小規模校にふさわしい校務

分掌組織を考えていきたい。

31 ─ ◎服務については、年度当初に共通理解を図っている。また、学校長は教職

員の服務の状況を把握し、適切な指導助言をくださっている。

32 ─ ◎◆日々の学習や行事への取り組みを通して、子どもたち同士の関係を深

めることができた。今後も積極的な仲間作りを推進していきたいと考えてい

る。

33 ─ ◎運営委員会の皆様のご支援や保護者の皆様のご理解とご協力により、予

算を確保することができた。

34 ┼─ ◎職員間の連絡体制はもとより、大使館はじめ関係機関との連携協力体制を

維持して、事故発生時の対応を円滑にしたい。

35 ─ ◎派遣教員の異動に適切に対処できるよう、担当者が次の担当がよく分かる

─ ה ה ⁸ よう必ず文書に残して引き継いでいる。個人情報の管理についても研修を

─ 実施することができた。

36 ⌐⅔↑╢ ─ Ợ ⌐╟╡ ╩ ⌂ↄ↕╣√⅜⁸ ⌐ ∫≡⁸

─ ╙⁸ ╩⇔⌂⅜╠∆∆╘≡™⅝√™⁹

37 ה ─ Ừ ⌐⅔™≡⁸ ╙ ⌐⅔↑╢ ₁─╟↕╩⅔ ™⌐⌐ ┘

∫≡™⅝√™⁹

⁸ ה Ừ ─ ╩ ↑≡⁸ ─╙≤⁸≥─ ≢╙⌡╠™╩│∫

⌐ ∆╢ ⅝╡↕∑√ ╩ ∫≡™╢⁹

)

38 ≤─ ─ Ừ ╛ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩⅔ ⅝∆╢≤≤╙⌐⁸

╛ ─ ⌐ ∆╢ ⅛™ ╩ ↄ ∂╢↓≤⅜≢⅝√⁹

39 ≤─ ─ Ừ ⌐╟╢ ∞╟╡⌐╟∫≡⁸ ≥╙─ ╩↔ ⌐⅔

╠∑∆╢↓≤⅜≢⅝≡™╢⁹

Ợ ⅜ ⌐ ╩ ┌⌂↑╣┌⌂╠⌂™ ─ │⁸ ╙ ╘

─ ╩ ⅜↑≡™⅝√™⁹

40 ⌂≥─ ◆夏季休業期間中の学校開放は学校営繕工事のため実施できなかった。

◎全日学校公開を保護者や前年度の反省をもとに改善し、たくさんの方に来

ていただいている。また、日本人会や関係者へ積極的に学校を開放し、学

校施設の利用が多様化している。

41 ─ ◎◆ホームページにはプライバシーポリシーに基づき学校の様子が掲載され

ている。さらに更新を簡潔に早く行えるようなシステム作りを工夫したい。
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No Ợ ה Ừ ⅛∫√

42 ─ ◎学校の年間計画に個別懇談を位置づけて実施している。

43 ⅛╠ ∑╠╣√ Ợ ─ ╛ ▪fi◔כ♩⌐ ∑╠╣√ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐⁸

⌂ ╛ ⌐ ⇔≡™⅝√™⁹

44 ה ─ ⌂ Ừ ─ ⅜ ⅎ⁸ ╩ ⇔√ ⅜ ⇔≡⅝√⁹

Ợ ⌐№╢ ─♁ⱨ♩╛ ─⇔⅛√⌐≈™≡╦⅛╡╛∆ↄ⇔≡

™⅝√™⁹

45 ה ─ ─ Ừ ⌐╟∫≡⁸ ⅜ ⇔ↄ⌂∫√╡⁸ ⅜ ╢ↄ⌂∫√

√╘─ ↓≤⌂≥ ⅜ ↕╣≡⅝√ ⌐ ⇔√™⁹
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